
夜明け前、曳航を待つ７号函・浦添市伊奈武瀬ヤード（４月３０日）

午前７時、曳航作業開始（４月３０日）



正午ころ、那覇水路内に入域（４月３０日）

午後４時、沈設場所（那覇市鏡水地先）への係留が終了（４月３０日）



沈設前の７号函（５月３日）

沈設作業中の計測モニター（５月３日）
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水中カメラにて鉛直ストッパーの接近状況を確認（５月３日）

午後３時過ぎ、７号函の着座が完了（５月３日）
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止水ゴム内に空気やモルタルを注入する為の機材設備（５月４日）

午後３時過ぎより作業を開始、あとは中断することなく翌朝まで続いた（５月４日）

モルタル練り混ぜ機

既設６号函（三重城側）



２日後(モルタル養生期間)全ての段取りが整い、いよいよ水圧接合を開始（５月６日）

バルクヘッド間や函外の水圧をモニター等で監視を行い慎重に排水（５月６日）

ウインチタワー司令室内

既設６号函（三重城側）



バルクヘッド間の海水を排水し、互いの水密扉を開く

７号函より既設の三重城側を望む

既設６号函（三重城側）



鉛直ストッパーのタッチ状況（６・７号間、港外側）
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７号函より既設の空港側を望む

海上では役割を終えたタワー等の艤装品を撤去



最終函接合を祝し、接合式を開催（５月７日）

式の最後に作業員全員の万歳三唱で締め括る（５月７日）


